
堺
東
駅

大
阪
和
泉
泉
南
線

堺狭山線

上野芝駅

百舌鳥駅
高
野
線

三国ヶ丘駅

中央環状線

阪
和
線

反正天皇陵古墳

仁徳天皇陵古墳

履中天皇陵古墳

いたすけ古墳
御廟山古墳

ニサンザイ古墳

本
庁
舎
公
用
車
に
掲
載
す
る

広
告
を
募
集

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

閲
覧
状
況
を
公
表

平
成
２２
年
に
世
界
遺
産
暫
定
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
た
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
。
市
で
は
、
府
、
羽
曳
野
・
藤

井
寺
市
と
と
も
に
百
舌
鳥
・
古
市
古

墳
群
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
め
ざ

し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

登
録
の
た
め
に
必
要
な
、
百
舌
鳥

古
墳
群
の「
顕
著
な
普
遍
的
価
値
」を

守
る
た
め
に
は
、
古
墳
だ
け
で
な
く

周
辺
環
境
を
含
め
て
一
体
的
に
保
全

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
適
切
な
範
囲（
緩
衝
地
帯
）で
建

築
物
の
高
さ
や
形
態
意
匠
、
屋
外
広

告
物
に
制
限
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

登
録
に
向
け
た
取
り
組
み
の
状
況

や
緩
衝
地
帯
に
お
け
る
制
限
の
方
針

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明
会
を
行
い

ま
す
。

日
時
と
場
所
は
次
の
と
お
り
。
い

ず
れ
も
直
接
会
場
へ
。
先
着
各
１
０

０
人
。
開
始
３０
分
前
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

�
５
月
２４
日（
土
）�
午
前
１０
〜
１１

時
３０
分
、
市
役
所
本
館
３
階
大
会
議

室
で
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
希

望
す
る
方
は
５
月
１５
日
ま
で
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
�
５
月
２６
日（
月
）�

午
後
７
〜
８
時
３０
分
、
中
区
役
所
４

階
大
会
議
室
で
。
�
５
月
３０
日（
金
）

�
午
後
７
〜
８
時
３０
分
、
ウ
ェ
ス
テ

ィ（
西
区
鳳
東
町
６
丁
６
０
０
）７
階

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
で
。
�
６
月
１
日

（
日
）�
午
後
２
〜
３
時
３０
分
、
堺
市

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
中
百
舌
鳥
駅

前
）４
階
セ
ミ
ナ
ー
室
４
で
。

来
場
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
世
界
文
化
遺
産
推
進
室

（
�
２２８
・
７
０
１
４

�
２２８
・
７
２

５
１
）か
都
市
景
観
室（
�
２２８
・
７
４

３
２

�
２２８
・
８
４
６
８
）へ
。

市
で
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
家
計
負
担
の
軽
減
策
と
し
て

国
が
決
定
し
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金

と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を

支
給
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

対
象
と
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、
夏

ご
ろ
に
市
か
ら
申
請
書
を
送
付
し
、

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
具
体
的

な
申
請
方
法
・
時
期
な
ど
詳
し
く

は
、
決
定
次
第
本
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

支
給
対
象
者
な
ど
は
次
の
と
お

り
。�

臨
時
福
祉
給
付
金

�
支
給
対
象
者
�
平
成
２６
年
度
分

市
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
。
た
だ
し
、
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
制
度

の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
な

ど
を
除
く
。
�
支
給
額
�
支
給
対
象

者
１
人
に
つ
き
１
万
円
。
支
給
対
象

者
の
中
で
、
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害

基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
な
ど

の
受
給
者
は
５
０
０
０
円
加
算
。
�

申
請
先
�
基
準
日
（
平
成
２６
年
１
月

１
日
）
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

市
町
村
。

�
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

�
支
給
対
象
者
�
基
準
日
（
平
成

２６
年
１
月
１
日
）
に
お
け
る
平
成
２６

年
１
月
分
の
児
童
手
当
（
特
例
給
付

を
含
む
）
の
受
給
者
で
、
平
成
２５
年

の
所
得
が
児
童
手
当
の
所
得
制
限
額

に
満
た
な
い
方
。
�
対
象
児
童
�
支

給
対
象
者
の
平
成
２６
年
１
月
分
の
児

童
手
当（
特
例
給
付
を
含
む
）の
対
象

と
な
る
児
童
が
基
本
。
た
だ
し
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
と
生
活
保

護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
は
対
象

外
。
�
支
給
額
�
対
象
児
童
１
人
に

つ
き
１
万
円
。
�
申
請
先
�
基
準
日

（
平
成
２６
年
１
月
１
日
）に
お
い
て
住

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
。

問
合
せ
�
臨
時
給
付
金
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
�
２２８
・
３
９
８
０

�
３４３

・
５
８
７
０
）へ
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

臨
時
福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
支
給
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
・
個
人
情
報
の
搾
取

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
や
国
の
職
員
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金

自
動
受
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
し

た
り
、
給
付
金
の
支
給
の
た
め
に
手

数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
た
り

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番

号
な
ど
の
個
人
情
報
を
お
聞
き
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
や
国
の
職
員
を
か
た
っ
た
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
り
郵
便
が
届
い
た

り
し
た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
署
か
警

察
相
談
専
用
窓
口（
♯
９
１
１
０
）に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

へ
。

南
海
三
国
ヶ
丘
駅
２
階
の
通
路

に
、
大
型
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

（
電
子
看
板
）を
設
置
し
ま
し
た
。
動

画
を
用
い
て
堺
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介

し
た
り
、
旬
の
イ
ベ
ン
ト
を
案
内
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

�
三
国
ヶ
丘
駅
に
屋
上
公
園

同
駅
の
改
良
工
事
に
伴
い
、
仁
徳

天
皇
陵
古
墳
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

屋
上
公
園「
み
く
に
ん
広
場
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

問
合
せ
�
電
子
看
板
に
つ
い
て
は

観
光
推
進
課
（
�
２２８
・
７
４
９
３

�
２２８
・
７
３
４
２
）
へ
。
屋
上
公
園

に
つ
い
て
は
公
共
交
通
課
（
�
２２８
・

７
５
４
９

�
２２８
・
８
４
６
８
）

へ
。

堺
市
内
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
古
墳
が
４
�
四
方
に
ま
と
ま
っ
て
存
在

し
、
１
５
０
０
年
以
上
の
時
を
超
え
て
、
当
時
の
日
本
の
姿
を
私
た
ち
に
伝
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
貴
重
な
歴
史
文
化
遺
産
、
百
舌
鳥

古
墳
群
で
す
。

本
市
は
、
こ
の
百
舌
鳥
古
墳
群
を
人
類
の
宝
と
し
て
末
永
く
守
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
す
る
た
め
、
世
界
文
化
遺
産
へ
の
登
録
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
２７
年
度
の
国
内
推
薦
、
平
成
２９
年
度
の
登
録
に
向
け
、

今
年
は
勝
負
の
年
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
登
録
へ
の
環
境
整
備
の
た
め
、
古
墳
群
周
辺
の
緩
衝
地
帯
に
お
け

る
、
古
墳
の
景
観
を
保
全
す
る
制
限
方
針
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
内
推
薦
を
得
る
た
め
に
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
応
え
た
も
の

で
あ
り
、
登
録
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
登
録
に
向
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
古
墳
群
の
雄
大
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
、
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
シ
ア
タ
ー
を
堺
市
博
物
館
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
堺
が
、
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち
と
し
て
誇
り
を
持
て
る
よ

う
、
関
係
自
治
体
と
一
丸
と
な
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
で
管
理
す
る
公
用

車（
軽
貨
物
自
動
車
）に
掲
載
す
る
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
や
掲
載
方
法
な
ど
は
次
の
と

お
り
。

�
対
象
�
市
内
に
事
業
所
、
店
舗

な
ど
が
あ
る
個
人
、
法
人
。

�
掲
載
方
法
�
広
告
を
掲
載
し
た

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
り
付
け
。

�
掲
載
場
所
�
前
席
部
ド
ア
部
分

（
５５
�
×
５５
�
以
内
）両
側
、
背
面
ド

ア
部
分（
３０
�
×
５０
�
以
内
）の
合
計

３
カ
所
。

�
掲
載
期
間
�
７
月
１
日
〜
来
年

６
月
３０
日
。

�
料
金
�
年
額
１
台
３
万
８
８
８

０
円
を
一
括
前
納
。
広
告
製
作
費
用

は
各
自
負
担
。

�
台
数
�
先
着
７
台
。
複
数
申
し

込
む
場
合
は
５
台
ま
で
。
広
告
内
容

な
ど
の
審
査
あ
り
。

詳
し
く
は
５
月
１
日
か
ら
市
役
所

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、
区
役
所
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
財
産
活
用
課
に
あ

る
「
堺
市
財
政
局
公
用
車
広
告
募
集

要
領
」か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ア
ド
レ

ス
は
１
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

申
込
み
�
直
接
、
５
月
１９
〜
２６
日

に
財
産
活
用
課
（
�
２２８
・
７
４
０
９

�
２２８
・
７
８
５
６
）へ
。

５
月
１
日
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
１
ペ
ー

ジ
参
照
）
と
区
役
所
市
民
課
で
公
表

し
ま
す
。

公
表
内
容
は
、
昨
年
４
月
〜
今
年

３
月
の
閲
覧
申
し
出
者
、
閲
覧
対

象
、
利
用
目
的
な
ど
で
す
。

問
合
せ
�
区
役
所
市
民
課
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
は
区
広
報
紙
１
ペ
ー

ジ
参
照
）か
戸
籍
住
民
課（
�
２２８
・
７

７
３
９

�
２２８
・
０
３
７
１
）へ
。

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

世
界
文
化
遺
産
登
録
を
め
ざ
し
て

世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界界遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産のののののののののののののののののののののののののののののののあああああああああああああああああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
まままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちをををををををををををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざしししししししししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててててててててて

百
舌
鳥
古
墳
群
の
緩
衝
地
帯
の

保
全
に
関
す
る
説
明
会

堺
の
魅
力
を
発
信

三
国
ヶ
丘
駅
に
電
子
看
板

緩衝地帯
（赤線の範囲内）臨時福祉給付金・

子育て世帯臨時特例給付金

支給に向けて準備進める

堺
市
長

竹
山

修
身
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